




要約:気管支喘息およびアトピー性皮膚炎患者(4 歳以下、330 名)の初診時病歴および血液

学的検査結果を検討し以下の結論を得た。1)、感冒または肺炎に罹患しやすいことは喘息

の発症に関連していた(特に 1歳および 2歳)。2)、ダニは喘息の発症に関連していると考

えられた。3)、1 歳未満では気管支喘息の患児は喘息の家族歴をもったものから発症しや

すかった。4)、妊娠中の母親が卵または牛乳を制限することは疾患の発症とは関連しなか

ったが血清の IgE 値の上昇を防ぐ可能性があると考えられた。 


